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 表紙の写真：タンチョウ

北海道東部に生息し、日本の野鳥の中では最大級のツル。全長１ｍ40cm、つばさを拡げ

ると２ｍ40cm にもなる。乱獲により、1900 年代初頭にいったん絶滅したと考えられて

いたが、1924 年に再び十数羽が発見され、その後の保護活動により、現在は千羽を超え

リコーグループは、「環境」「社会」「経済」

を同軸で捉え、持続可能な社会の実現に

貢献することを目指しています。

そして、企業活動に関する情報を、適正か

つ適時に開示することで、ステークホル

ダーの皆様とコミュニケーションを図り、

リコーグループの活動への理解と共感を

得るとともに、皆様からのご意見を、さら

なる経営の改善および企業価値向上に

結びつけていきたいと考えています。

当報告書は、リコーグループの「環境経

営」に関する情報開示を目的に発行して

います。

社会から愛され、成長と発展を望まれる企業となるために、
「環境」「社会」「経済」の3つの側面から企業価値向上を目指しています。
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■参考にしたガイドライン等
環境経営報告書の編集にあたり、以下のガイドライン等を参考に
開示項目の過不足チェックを行い、開示の充実を図っています。
・GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第3.1版（Ｇ3.1）」
・GRI「生物多様性参考文書」
・環境省「環境報告ガイドライン2007年版」
・㈱トーマツ審査評価機構「環境格付けレポート2008年版」
 また、以下の各文献を参考に、事業における“環境リスクと機
　会”の視点を取り入れました。
・日本公認会計士協会「気候変動リスクに関する投資家向け  
　開示フレームワークの現状と方向性」

・気候変動関連情報審議会（CDSB）報告フレームワーク公開草案
・SEC「気候変動関連情報開示に関する委員会解釈指針」
・アカウンティング・フォー・サステナビリティ・「コネクテッド・
　レポーティング実践ガイド」
さらに環境経営報告書の今後の方向性の検討に当たって、以下
を参考にしました。
・「トリプルボトムライン」の報告について最高経営責任者（CEO）
　と取締役が問う7 つの質問」アーンスト・アンド・ヤング／新日本
　有限責任監査法人
・Eccles, Robert G. and Michael P. Krzus(2010) One Report,
　John Wiley & Sons, Inc.

社会的責任経営報告書 2011

・CSRの考え方 

・誠実な企業活動

・環境との調和

・人間尊重

・社会との調和

http://www.ricoh.co.jp/csr/

アニュアルレポート 2011

・経営方針

・業績報告 

・財政状態 

http://www.ricoh.co.jp/IR/

環境経営報告書 2011

http://www.ricoh.co.jp/ecology/

・環境経営の考え方

・製品に関する取り組み

・事業活動に関する取り組み

・環境経営の基盤

・環境コミュニケーション/

  生物多様性保全

RICOH 2011（CORPORATE PROFILE）

http://www.ricoh.co.jp/about/

会社案内 2011年版
8月末発行予定

●情報セキュリティ情報　http://www.ricoh.co.jp/about/security/その他の関連する企業情報サイト

るまで数が回復している。しかし生息地である湿原や周辺の森林の減少などにより、冬は

人からの給餌に依存するなど、今も厳しい状況にある。
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編集方針 / 目次

世界一の環境経営を目指して

2010年度 環境経営の概況／リスクと機会の認識

社会に対するコミットメントと社会からの評価

環境経営の全体像 /報告組織の概要 /主な事業内容

  特集／環境経営の環を拡げる

環境負荷の低い部品生産技術への取り組み

  環境経営の考え方

私たちの目指す姿(Three Ps Balance)

持続可能な社会実現のためのコンセプト(コメットサークル)

環境綱領とノンリグレット・ポリシー

2050年長期環境ビジョンに基づく中長期環境負荷削減目標の設定

2011年度から2013年度までの環境行動計画

2010年度までの環境行動計画とその成果

  環境技術開発

環境技術開発

  製品に関する取り組み

省エネルギー・温暖化防止

省資源・リサイクル

汚染予防

原材料・部品調達（仕入先）

  事業活動に関する取り組み

生産　省エネルギー・温暖化防止

生産　省資源・リサイクル

生産　汚染予防

非生産（オフィス、その他）

販売・使用（お客様）

物流・輸送

  環境経営の基盤

環境マネジメントシステム

環境経営評価手法

　エコバランス（環境負荷の把握と目標設定）

　コーポレート環境会計

環境コミュニケーション

生物多様性保全

　　　　　　 　（事業活動との関わり）

　　　　　　 　（社会的責任活動）

　　　　　　 　（森林生態系保全プロジェクト）

資 料
報告期間・報告範囲

創業の精神・経営理念・環境報告原則

活動の歴史

ワード別INDEX

環境経営報告書2011の編集方針
リコーグループは、環境保全と利益創出を同時に実現する「環境経営」を

目指しています。当報告書は、環境経営の考え方や推進方法、活動事例、環

境会計などをわかりやすく情報開示し、社会とのコミュニケーションを図

るとともに、社会からの信頼を得るために発行しています。

●対象読者
リコーグループの環境経営に関する、現在および将来的なステークホル

ダーの方々を対象読者としました。単なる活動結果の報告に終わるのでは

なく、方針とその背景にある考え方や活動の進め方もあわせて紹介するこ

とで、環境保全活動の環が社会に拡がることを目指したコミュニケーショ

ンを心がけています。

●情報開示方針

グローバルな情報開示

環境問題は国境を越えた問題であり、事業や環境社会貢献活動を行う

各国や地域での、地元に密着した活動が重要です。そのため本報告書では、

グローバルなパートナーシップに基づく環境経営活動を報告しています。

経済的側面に関する情報開示

リコーグループでは、経営のすべての分野に「環境」の視点を取り入れて、

環境経営を実現するための改善を図っています。そのため、各部門やグ

ループ全体の活動による環境保全効果と経済効果を把握し、「環境会計」

による情報開示を行っています。

各情報開示ツールの役割
環境報告には、環境経営WebサイトのHTML版と環境経営報告書PDF
版があります。いずれも、リコーグループの環境保全活動を網羅的に掲載
していますが、ご覧になる目的や知りたい内容によって使い分けることで
より便利にご活用いただけます。

リコーグループの環境経営HTML版
情報の即時性を重視し、最新情報をタイムリーに更新しています。また、PDF版で
は紹介しきれない事例や活動の歴史なども紹介しています。知りたい内容や項目
にすぐにアクセスができます。

環境経営報告書PDF版
年度の報告に主眼をおい
て誌面を編集しており、更
新も年度ごとになります。
事業年度の活動を俯瞰的
に把握する際に適してい
ます。

■お詫びとお知らせ
imagio シリーズ一部オプション「RoHS 指令適合」基準未達成について

当社のデジタル複合機「imagio シリーズ」では、国内で販売する製品についてもEU の環境
法令「RoHS 指令」に対応する方針をとっており、製品カタログ等にも「RoHS 指令適合」等
の表記をしておりましたが、この度、複合機に装着するオプション製品imagioフィニッシャー

「SR13」「SR3000」「SR3020」「SR4040」については、表記とは異なり、RoHS 指令に適合
していない事実が明らかになりました。ここに、ご報告するとともに謹んでお詫びを申し上げ
ます。なお、これらの製品のEU 諸国での販売は行っておりません。

＊ 詳しくはWeb サイトをご覧ください。
 http://www.ricoh.co.jp/info/notice/20101122.html


